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公共工事において、発注者が予定価格を算出する積算と、受注者が契約後に作成する実行予算の違いを 3つ挙げ、それぞれについて述べよ 

１．計算条件 

 積算は、標準的な歩掛をもとに、施工条件を容易、

標準、困難などのおおまかな難易度によって、単価を

割引、割増して算定される。積算歩掛や積算単価は基

本的に公表されている。これに対し、実行予算では、5 

現場における地質、時期、天候などを考慮し、必要な

材料、労務、機械、外注費用などを積み上げて、実際

に予想される費用を算定するものである。各講習に対

する実行予算は企業ごとに異なり、企業のノウハウに

属する情報である。 10 

２．諸経費計算 

 積算においては、諸経費は共通仮設費、現場管理費、

一般管理費は所定の率で計上される。ただし、重機械

の運搬組み立て解体費用や仮設費用は積み上げ計算と

なる。実行予算では、必要な経費を実際に積み上げて15 

計算する。 

３．目的 

 積算は、入札における予定価格及び最低限度額を算

出し、受注する条件範囲を算定するものである。これ

に対し、実行予算は、その計算値に適正な利益を加え20 

て、入札金額を決定する基本的な資料となる。さらに、

工事の施工時期の繁忙さや、技術者の余裕、総合評価

の予想値、施工分野などの情報を付加して、入札金額

を決定する。 


